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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 金 属 製 の 放 射 管 （ １ ２ ） と 、 そ の 放 射 管 （ １ ２ ） 内 に て 互 い に 平 行 す る よ う に 配 置 さ れ  
る 複 数 本 の ヒ ー タ 線 （ １ ４ ） と 、 表 面 が 絶 縁 体 で 被 覆 さ れ 、 上 記 の 放 射 管 （ １ ２ ） の 中 心  
軸 線 上 に 配 設 さ れ る ヒ ー タ 固 定 軸 （ １ ６ ） と 、 そ の ヒ ー タ 固 定 軸 （ １ ６ ） に 所 定 の 間 隔 で  
取 り 付 け ら れ て 上 記 ヒ ー タ 線 （ １ ４ ） を 支 持 す る デ ィ ス ク 状 の セ ラ ミ ッ ク 碍 子 （ １ ８ ） と  
を 備 え る 、 電 熱 装 置 で あ っ て 、
　 上 記 セ ラ ミ ッ ク 碍 子 （ １ ８ ） は 、 そ の 中 心 に 上 記 ヒ ー タ 固 定 軸 （ １ ６ ） が 挿 通 さ れ る 中  
央 孔 （ ２ ０ ） 及 び そ の 中 央 孔 （ ２ ０ ） と 同 じ 中 心 を 持 つ 円 周 上 に 均 等 に 分 布 さ れ た ヒ ー タ  
線 保 持 孔 （ ２ ２ ） が 穿 設 さ れ る と 共 に 、 常 態 に お い て 、 上 記 の 放 射 管 （ １ ２ ） の 軸 方 向 か  
ら 見 た 当 該 セ ラ ミ ッ ク 碍 子 （ １ ８ ） そ れ 自 身 の 外 径 も し く は そ の 外 接 円 の 直 径 が 、 上 記 の  
放 射 管 （ １ ２ ） の 内 径 も し く は そ の 内 接 円 の 直 径 よ り も 小 さ く な る よ う に 形 成 さ れ 、
　 前 記 セ ラ ミ ッ ク 碍 子 （ １ ８ ） の 上 面 に は 、 前 記 の 中 央 孔 （ ２ ０ ） の 外 周 方 向 に て 互 い に  
隣 接 す る 前 記 ヒ ー タ 線 保 持 孔 （ ２ ２ ） の 間 の 位 置 に 凹 溝 （ ３ ０ ） が 堀 設 さ れ る 、 こ と を 特  
徴 と す る 電 熱 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 金 属 製 の 放 射 管 （ １ ２ ） と 、 そ の 放 射 管 （ １ ２ ） 内 に て 互 い に 平 行 す る よ う に 配 置 さ れ  
る 複 数 本 の ヒ ー タ 線 （ １ ４ ） と 、 表 面 が 絶 縁 体 で 被 覆 さ れ 、 上 記 の 放 射 管 （ １ ２ ） の 中 心  
軸 線 上 に 配 設 さ れ る ヒ ー タ 固 定 軸 （ １ ６ ） と 、 そ の ヒ ー タ 固 定 軸 （ １ ６ ） に 所 定 の 間 隔 で  
取 り 付 け ら れ て 上 記 ヒ ー タ 線 （ １ ４ ） を 支 持 す る デ ィ ス ク 状 の セ ラ ミ ッ ク 碍 子 （ １ ８ ） と  
を 備 え る 、 電 熱 装 置 で あ っ て 、
　 上 記 セ ラ ミ ッ ク 碍 子 （ １ ８ ） は 、 そ の 中 心 に 上 記 ヒ ー タ 固 定 軸 （ １ ６ ） が 挿 通 さ れ る 中  
央 孔 （ ２ ０ ） 及 び そ の 中 央 孔 （ ２ ０ ） と 同 じ 中 心 を 持 つ 円 周 上 に 均 等 に 分 布 さ れ た ヒ ー タ  
線 保 持 孔 （ ２ ２ ） が 穿 設 さ れ る と 共 に 、 常 態 に お い て 、 上 記 の 放 射 管 （ １ ２ ） の 軸 方 向 か  
ら 見 た 当 該 セ ラ ミ ッ ク 碍 子 （ １ ８ ） そ れ 自 身 の 外 径 も し く は そ の 外 接 円 の 直 径 が 、 上 記 の  
放 射 管 （ １ ２ ） の 内 径 も し く は そ の 内 接 円 の 直 径 よ り も 小 さ く な る よ う に 形 成 さ れ 、
　 前 記 セ ラ ミ ッ ク 碍 子 （ １ ８ ） は 、 前 記 の 中 央 孔 （ ２ ０ ） 周 り が 肉 厚 に 形 成 さ れ て 、 略 垂  
直 に 切 り 立 っ た 段 部 （ ３ ２ ） が 形 成 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 電 熱 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 金 属 製 の 放 射 管 （ １ ２ ） と 、 そ の 放 射 管 （ １ ２ ） 内 に て 互 い に 平 行 す る よ う に 配 置 さ れ  
る 複 数 本 の ヒ ー タ 線 （ １ ４ ） と 、 表 面 が 絶 縁 体 で 被 覆 さ れ 、 上 記 の 放 射 管 （ １ ２ ） の 中 心  
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軸 線 上 に 配 設 さ れ る ヒ ー タ 固 定 軸 （ １ ６ ） と 、 そ の ヒ ー タ 固 定 軸 （ １ ６ ） に 所 定 の 間 隔 で  
取 り 付 け ら れ て 上 記 ヒ ー タ 線 （ １ ４ ） を 支 持 す る デ ィ ス ク 状 の セ ラ ミ ッ ク 碍 子 （ １ ８ ） と  
を 備 え る 、 電 熱 装 置 で あ っ て 、
　 上 記 セ ラ ミ ッ ク 碍 子 （ １ ８ ） は 、 そ の 中 心 に 上 記 ヒ ー タ 固 定 軸 （ １ ６ ） が 挿 通 さ れ る 中  
央 孔 （ ２ ０ ） 及 び そ の 中 央 孔 （ ２ ０ ） と 同 じ 中 心 を 持 つ 円 周 上 に 均 等 に 分 布 さ れ た ヒ ー タ  
線 保 持 孔 （ ２ ２ ） が 穿 設 さ れ る と 共 に 、 常 態 に お い て 、 上 記 の 放 射 管 （ １ ２ ） の 軸 方 向 か  
ら 見 た 当 該 セ ラ ミ ッ ク 碍 子 （ １ ８ ） そ れ 自 身 の 外 径 も し く は そ の 外 接 円 の 直 径 が 、 上 記 の  
放 射 管 （ １ ２ ） の 内 径 も し く は そ の 内 接 円 の 直 径 よ り も 小 さ く な る よ う に 形 成 さ れ 、
　 前 記 セ ラ ミ ッ ク 碍 子 （ １ ８ ） は 、 前 記 の 中 央 孔 （ ２ ０ ） の 外 周 方 向 に て 互 い に 隣 接 す る  
前 記 ヒ ー タ 線 保 持 孔 （ ２ ２ ） の 間 が 肉 抜 き さ れ る と 共 に 、 隣 接 す る 前 記 ヒ ー タ 線 （ １ ４ ）  
の う ち 一 方 が そ の 肉 抜 き 部 分 に 配 設 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 電 熱 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か の 電 熱 装 置 に お い て 、
　 前 記 セ ラ ミ ッ ク 碍 子 （ １ ８ ） は 、 そ の 周 縁 部 の う ち 少 な く と も 前 記 の 放 射 管 （ １ ２ ） と  
接 触 す る 部 分 が Ｒ 形 状 に て 形 成 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 電 熱 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か の 電 熱 装 置 に お い て 、
　 前 記 セ ラ ミ ッ ク 碍 子 （ １ ８ ） が 、 平 面 視 で 回 転 対 称 な 多 角 形 状 に 形 成 さ れ る 、 こ と を 特  
徴 と す る 電 熱 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
（ 削 除 ）
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